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2021年JAF全日本ラリー選手権第3戦　ツール・ド・九州 2021 in 唐津　開催日：2021年4月9 ～ 11日　開催場所：佐賀県内

2021年JAF全日本ラリー選手権第5戦　RALLY丹後2021　開催日：2021年5月21 ～ 23日　開催場所：京都府内

開催された。
　感染症拡大の第4波はその後もなか
なか収束の気配を見せなかったが、続く
4月の第3戦ツール・ド・九州in唐津、
そして5月開催の第5戦ラリー丹後は、
感染防止策を徹底した上で、無観客での
開催の運びとなった。しかし第4戦久万

高原ラリーは開催延期を決定。10月末
にシリーズの最終戦として行われるこ
とになっている。
　全日本ラリーの最高峰クラスである
JN1クラスは、新城では、スバルWRX 
STIを駆った新井敏弘が優勝、タイトル
奪回に向けて好スタートを切った。しか

2月、群馬県でのスノーラリーで開
幕する予定だった今年の全日本ラ

リー選手権。残念ながら新型コロナウイ

ルス感染症拡大のため、中止を余儀なく
されたことで、3月に組まれていた第2
戦新城ラリーが事実上の開幕戦として

シュコダ・ファビアR5が全日本ラリーJN1を席巻。
福永修が2021シリーズ2戦目の唐津から2連勝！

今季、シュコダ・ファビアR5を選択した福永修／齊田美早子
組は、シリーズ2戦目のツール・ド九州で今季初優勝を飾ると、
続くラリー丹後も制し、断トツのポイントリーダーに立った。

第3戦唐津（シリーズ2戦目）／ 1.JN1はR5勢が1-2フィニッシュを飾るという歴史的な一戦となった。2 .86/BRZ勢
がしのぎを削るJN3は、若手注目株の大竹直生／藤田めぐみ組が唐津で全日本初優勝を達成。3 .JN5は新城でヘイキ・
コバライネンを脅かすスピードを見せたレクサスRC Fの石井宏尚／竹下紀子組が、今季初優勝を飾った。4 .JN4は
新城を制した西川真太郎／本橋貴司組が唐津でも圧勝を飾った。5 .JN5は絶対王者、天野智之／井上裕紀子組が唐
津で今季初優勝を達成。6 .JN6は、今季、全日本デビューの吉原將大／佐野元秀組が唐津を制して開幕2連勝。
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た福永が優勝し、柳澤も0.1秒の僅差な
がら奴田原を抑えて2位に上がり、ファ
ビア勢が1-2フィニッシュを飾るという
歴史的な勝利を飾った。
　敗れたとは言え、デビュー間もない
GRヤリスのスピードにも注目が集まる
中、開催されたシリーズ3戦目となる丹
後。前回の奴田原に代わって、その速さ
を見せつけたのは勝田範彦だった。勝
田範彦はSS1、SS2とベストを連取し、
LEG1最初のセクションを終えてトップ
に立った。しかし同じSSを再び回る2
ループ目に入ったセクション2では、こ
れまでGRヤリスでは未経験だった雨に
遭遇した勝田範彦はペースダウン。まさ
に水を得た魚のように本来のスピード

を取り戻した福永が代わって首位に立
ち、LEG1を折り返した。
　LEG2で挽回を期した勝田範彦だっ
たが、この日の福永は隙を見せず、逆に
リードを広げていく。終わってみれば勝
田範彦を30秒も引き離してゴールし、2
連勝。ポイントランキングでも勝田範
彦、奴田原のGRヤリスや、この2戦はト
ップ争いに絡めなかったWRX STIの新
井敏弘らの国産車勢に大きく水を開け
てトップに立った。
　唐津同様、丹後でもLEG2で追い上げ
を見せた柳澤は3位でゴール。ランキン
グも単独2番手を確保し、地元となる次
戦モントレーで、柳澤はファビアでの初
勝利を狙うことになる。

追うという展開だ。勝田
範彦は前戦新城でGR
ヤリスのデビューを飾
ったものの、マシントラ
ブルで早々にリタイア。
苦杯を舐める形となったが、奴田原とと
もに、GRヤリスの高いポテンシャルを
いきなり見せつけた。
　しかし日曜のLEG2ではファビア勢
が攻勢に出る。この日に設定されたSS
は6本。その内、福永が3本、柳澤が2本
のベストタイムを奪取。奴田原を逆転し

し、誰もが目を見張ったのは、ステージ
によっては群を抜くスピードを見せた、
福永修と柳澤宏至がドライブしたFIA 
R5車両である2台のシュコダ・ファビ
アR5だった。
 　シリーズ2戦目の開催となった唐津。
土曜のLEG1で注目のファビア勢を抑
えてトップで折り返したのは今回から
ADVANカラーのトヨタGRヤリスをド
ライブすることになった奴田原文雄だ
った。しかし2番手には、1.4秒遅れで
福永がつけ、僅か0.1秒差で勝田範彦が

第5戦丹後（シリーズ3戦目）／ 7 .JN3は竹内源樹／木村悟士組のBRZが優勝、ランキングも
3番手に上げてきた。8 .JN4は2連勝の西川真太郎のチームメイト、須藤浩志／新井正和組が
LEG1から大きくリード。そのまま逃げ切った。 9 .10 .JN2は新城を制したヘイキ・コバライネン
／北川紗衣組が2番手に1分以上の大差をつけて2勝目を飾った。11.JN1では勝田範彦／木村 裕
介組（13 .）がシュコダ勢に割って入る2位を獲得。12 .柳澤宏至／保井隆宏組は唐津から順位
を落とすも、連続表彰台をゲットした。14 .2連勝を飾った福永。グラベルでの速さが注目される。
15 .16 .開幕戦からヤリスを乗りこなしてきた内藤学武／小藤桂一組がそのアドバンテージを活か
してラリーの主導権を握り、3戦目で待望のJN5クラス初優勝。17 .18 .JN6は吉原將大／佐野元
秀組が丹後も制して、ただ一台、開幕3連勝を達成した。
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2021年JAF全日本ラリー選手権カレンダー（5月末現在の予定）
大会 開催日 競技会名称 開催場所
第1戦 2/4〜2/7 Rally of Tsumagoi（開催中止） 群馬（450km） 舗装/積雪
第2戦 3/19〜3/21 新城ラリー2021 Supported by AICELLO 愛知（400km） 舗装
第3戦 4/9〜4/11 ツール・ド・九州 2021 in 唐津 佐賀（350km） 舗装
第5戦 5/21〜5/23 RALLY丹後2021 京都（300km） 舗装
第6戦 6/11〜6/13 MONTRE 2021 群馬（450km） 舗装
第7戦 7/2〜7/4 2021ARK ラリー・カムイ 北海道（500km） 未舗装
第8戦 8/20〜8/22 横手ラリー2021 秋田（350km） 未舗装
第9戦 9/11〜9/12 RALLY HOKKAIDO 北海道（1000km） 未舗装
第10戦 10/15〜10/17 第48回M.C.S.C.ラリーハイランドマスターズ2021 岐阜（400km） 舗装
第4戦 10/30〜10/31 久万高原ラリー 愛媛（250km） 舗装

※開催場所（ ）内の数字はラリーのトータル距離。
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2021年JAF全日本ジムカーナ選手権第1戦　もてぎスーパースラローム2021　 
開催日：2021年3月28日　開催場所：ツインリンクもてぎ南コース（栃木県茂木町）

2021年JAF全日本ジムカーナ選手権第3戦　広島トヨペットカップジムカーナIN TAKATA　 
開催日：2021年5月15 ～ 16日　開催場所：TSタカタサーキット（広島県安芸高田市）

 

低迷したことで、川北がポイントランキ
ング首位に立った。
　また今年の全日本ジムカーナは改造
車部門のクラス分けに大きな変更があ
った。昨年までのSCクラスとSA/SAX
クラスが駆動方式別に再編され、4WD
車は新JG1クラス、2WD車は同じく新
たに作られたJG2クラスで混走するこ
とになった。SCクラスはナンバーを切っ
た改造車が対象で、迎え打つのは一定の
範囲で改造が許されるナンバー付き車
両のSA車両と、がSA車両と改造規定
は同一でナンバーを切ったSAX車両だ。
　車両の性能だけを比較すれば当然、改
造範囲がより広いSC車両が上だが、そ
れが勝敗に直結するとは限らないのが
ジムカーナという競技の特徴でもある。
例えばマシンのパワーで劣ったとして

も、優れたパイロンワークが勝利を運び
込むことがある超テクニカルな要素の
高いモータースポーツなのだ。
　大会のトリを飾るJG1クラスは、SA
車両を駆る津川信次と菱井将文、SC車
両で臨む西原正樹という、これまで2リ
ッターターボ4WDを扱ってきた全日本
ジムカーナを代表するスタードライバ
ー達による、“贅沢過ぎる”対決に注目が
集まった。
　第1戦もてぎ南では津川が菱井を
0.077秒凌いでまず1勝。西原はシフト
ミスが響き、3位にとどまる。続く第3
戦TSタカタも津川が快勝。西原はこの
一戦では、菱井を抑えて2位を獲得した
が、2戦続けてSA車両の勝利を許す形
となった。
　これまでもライバルに先行して新車

今年は全8戦が組まれる全日本ジム
カーナ選手権は5月終了時点で2

戦を消化した形となっている。これは、
4月に福島県のエビスサーキット西コー
スで開催予定だった第2戦が延期され、
10月下旬開催として再編成されたこと
によるもの。
　延期の理由は、2月13日に発生した
最大震度6強の福島県沖地震により、同
サーキットが土砂災害に見舞れるなど、
多大な被害を受けたため。本来、最終戦
に設定された鈴鹿サーキット国際南コ
ースの一戦の3週間後となる10月23
〜 24日の開催が予定されている。6月
には第3戦、第4戦が組まれており、コロ
ナ禍の影響を受けなければ、本格的な夏
を前にシリーズは折り返す形になる。
　3月28日に栃木県のツインリンクも
てぎ南コースで行われた開幕戦で、まず
大きな注目を集めたのが、昨年までPN1
クラスと呼ばれていた新生JG8クラス
だった。マツダの現行ロードスターのワ
ンメイク状態となっているJG8クラス
は、今年有力ドライバーの参戦が相次
ぎ、参加した15名のうち、過半の8名が
全日本チャンピオン経験者という、ハイ
レベルな戦いの場へと一変したのだ。

　その中でも特に注目を集めたのが昨
年までBRZでPN3クラスを戦っていた
川北忠のロードスターによる参戦だ。一
貫してFR車に乗り続けてきた川北は自
他ともに認める全日本ジムカーナを代
表するFRマイスター。過去2度、チャン
ピオンを手にしたマツダ車を再びドライ
ブする。その川北は注目の開幕戦、第1
ヒートから、それまでの暫定ベストタイ
ムを塗り替える走りを見せて、ラストゼ
ッケンの昨年のチャンピオン、斉藤邦夫
のトライを待った。
　この日のもてぎは、降水確率が高く、
いつ雨が降り出してもおかしくないと
いうコンディション。多くのドライバー
は1本目勝負と踏んで、ミスが許されな
い中で限界のトライを見せたが、斉藤が
意地を見せて川北のタイムを0.5秒凌
いで逆転。その後、予報通り、雨が降り
出したことで第2ヒートは各選手がタイ
ムアップを果たせず、結果的にこれが優
勝タイムとなった。
　川北は同じく雨となった第3戦TSタ
カタサーキットで挽回を期したが、今度
は昨年、斉藤と熾烈なチャンピオン争い
を演じた箕輪雄介に0.063秒及ばず再
び2位。しかしこの大会、斉藤が8位と

全日本ジムカーナは3月最終週にシリーズ開幕。 
激戦必至の改造車クラスは早くもホットバトルが勃発！

全日本ジムカーナのトップドライバー達が三つ巴のバトルを見せ
たJG1クラスは、津川信次が開幕2連勝し、一歩リードした。
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2021年JAF全日本ジムカーナ選手権カレンダー（5月末現在の予定）
大会 開催日 競技会名称 開催場所

第1戦 3月28日 もてぎスーパースラローム2021 ツインリンクもてぎ 南コース（栃木県）

第3戦 5月15〜16日 広島トヨペットカップジムカーナ IN TAKATA TSタカタサーキット（広島県）

第4戦 6月5〜6日 ALL JAPAN GYMKHANA in 名阪まほろば決戦 名阪スポーツランド Cコース（奈良県）

第5戦 6月26〜27日 北海道オールジャパンジムカーナ オートスポーツランド スナガワ ジムカーナコース（北海道）

第6戦 7月17〜18日 スーパースラローム IN 久万高原 ハイランドパークみかわ ジムカーナコース（愛媛県）

第7戦 9月11〜12日 オールジャパンジムカーナ in 九州 スピードパーク恋の浦（福岡県）

第8戦 10月2〜3日 NRC鈴鹿BIGジムカーナ 鈴鹿サーキット 国際南コース（三重県）

第2戦 10月23〜24日 オールジャパンジムカーナ イン エビス エビスサーキット 西コース（福島県）

JAFCUP 11月6〜7日 2021年JAFカップオールジャパンジムカーナ イオックスアローザ スポーツランド（富山県）



スへのスイッチも検討の視野に入って
くるのか、それとも現状のまま、インプレ
ッサを全日本最強最速のマシンに仕上
げ直してくるのか、西原の動向には注目
が集まりそうだ。

に乗り換えることが多かった西原は、今
季、GRヤリスの投入を自ら語っていた
が、序盤戦は扱い慣れたインプレッサで
新生クラスに臨んだ。
　この2連敗を機に思い切ってGRヤリ

第1戦もてぎ南／ 1.2 .JG4クラスは若林隼人が、2016年にチャンピオンを獲得したCR-Xを再び操り、優
勝を決めた。3 .その若林の弟、JG3クラスの若林拳人も2WD最速のタイムをマークして優勝。4 .8 .  JG6
は昨年、活動を休止したユウ（8 .写真右）が昨年から乗り換えたロードスター RFで復帰。見事にその初
戦を制した。5 .9 .今年もアバルト124スパイダー対決が注目されるJG7は小俣洋平が王者、山野哲也（9 .）
を下し、昨年同様、シーズン初戦をものにした。6 .チャンピオン経験者が居並ぶJG8の初戦は昨年の王者、
斉藤邦夫が貫禄の1勝を挙げた。7 .10 .  JG2はチャンプ候補の一人、広瀬献がSA/SAX勢を抑えて優勝を
果たす。11.  JG5では若手の奥井優のドライブによりGRヤリスが全日本初優勝を達成。12 .注目のJG1ク
ラス初戦は（左から）菱井将文、津川信次、西原正樹のオーダーとなった。13 .14 .  2WDのAT、CVT車
両を対象とする新設のJG10クラスは近畿の織田拓也が優勝。

第3戦TSタカタ（シリーズ2戦目）／ 15 .JG6クラスは86の西野洋平が2本ともベストタイムを奪って優勝。16 .  
JG3の若林拳人はライバルを寄せ付けず、開幕2連勝。17 .  JG1クラスは津川信次が連勝。18 .併催の箱Dクラス
は、全日本でランエボマイスターとして知られた川脇一晃が優勝。19 .  JG10では織田拓也スイフトが連勝を決めた。
20 .22 .  JG5はベテラン茅野成樹が若手の奥井を抑えて今季初優勝。21.  JG7は山野哲也が開幕戦のリベンジを果た
し、星を五分に戻した。23 .  JG2は昨年のSA3王者久保真吾が、連勝を狙った広瀬S2000を下した。2 4 .  JG4はV2
を狙う小武拓矢が快勝し今季初優勝。25 .  JG8では昨年も速さを見せた箕輪雄介が僅差の首位争いを制した。
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3月に京都コスモスパークで開幕し
た今年の全日本ダートトライアル

選手権。広島のテクニックステージタカ
タで10月に開催される最終戦まで全8
戦のシリーズが予定されている。
　しかしながら、5月に北海道のオート
スポーツランドスナガワで開催が予定
されていた第4戦は、北海道が緊急事態
宣言を発令したことを受けて延期を決
定。続く6月の第5戦（サーキットパー
ク切谷内・青森）、7月の第6戦（モータ
ーランド野沢・長野県）も新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響を考慮し、とり
あえず当初日程での開催を取りやめる
という動きが続いている。
　ただ、いずれも4月に組み込まれてい
た第2戦スピードパーク恋の浦、第3戦
丸和オートランド那須は開催され、シリ
ーズ序盤戦は無事消化した形となって
いる。現状は、コロナ禍により、約3か月
のインターバルを余儀なくされている
という状態だ。
　さて今年の全日本ダートトライアル
の話題の一つは、全日本ジムカーナ選手
権同様、AT車及びCVT車といった、AT
限定免許で運転できる車両を対象とし
たクラスが、2WD/4WDの駆動方式別

2021年JAF全日本ダートトライアル選手権第2戦 RASCAL SPRING TRIAL IN KYUSHU  
開催日: 2021年4月3 ～ 4日 開催場所: スピードパーク恋の浦（福岡県福津市）

2021年JAF全日本ダートトライアル選手権第3戦　DIRT-TRIAL in NASU 　 
開催日：2021年4月24 ～ 25日　開催場所：丸和オートランド那須（栃木県那須塩原市）

 
 

序盤3戦は予定通り開催の全日本ダートトライアル
新クラス施行で勢力図が早くも変わる兆し!?JDTC

宝田ケンシローと、PN2クラスで覇を競
ってきたが、今年は、GRヤリスに乗り換
えた宝田と袂を分かち、ZC33Sスイフ
トスポーツをSA車両に仕立て直して新
たな挑戦を始めた。
　細木は開幕戦丸和で早々にそのスピ
ードを見せつけてクラス初優勝を飾る
と、過去4連勝中と絶対の自信を持つ第
2戦恋の浦でも2番手を1.5秒差であっ
さりと2連勝を決めた。だが第3戦丸和
では、このコースを知り尽くす小山健一
のEK9シビックが立ちはだかった。
　ヒート1こそベテラン小山にコンマ5
秒落ちの3番手で食らいついた細木だ
ったが、ヒート2では大きく離され、開幕
3連勝はならず。小山は2番手を1.6秒
も突き離す走りで2WDベストタイムを

奪い、衰えぬスピードを見せつけた。細
木は今季初黒星とは言え、タイトルレー
スでは2番手に20ポイント以上の大量
リードを築いている。
　またもう一人は、今年からJD2クラス
に移った目黒亮だ。これまではDクラス
を戦っていたが、今年はSC車両の新天
地で初のチャンピオンを狙う。開幕戦コ
スモスこそ、公開練習で速さを見せながら
も決勝では4位に留まったが、第2戦、第
3戦とも2番手にほぼ2秒の差をつけて
圧勝し、Dクラスで揉まれた速さを披露し
た。再開後の目黒の速さにも注目したい。
　そしてその目黒が抜けたDクラスは
今年からJD1クラスへと名称変更とな
ったが、異次元バトルはさらなるヒート
アップを見せている。

第2戦恋の浦／ 1.2 .今季、話題のクラスとなりそうなJD11クラスは、寺田伸が10年ぶりの全
日本優勝を飾った。3 .JD9は昨年のシリーズ4位、濱口雅昭が地元の一戦を制した。4 .JD6
でも悲願のタイトルを狙う岸山信之が地元開催の一戦でしっかり結果を残した。5 .JD7は昨
年のチャンプ、山崎利博がライバルを圧するタイムで快勝。6 .JD8は開幕戦を制した谷尚樹
がその勢いを持ち込んで連勝を決めた。7 .JD4は名手、北村和浩が2本ともベストタイムを
刻む快心の走りで優勝。8 .JD2は目黒亮が新たなクラスでの初勝利をゲット。9 .JD5は細木
智矢が絶対の自信を持つお気に入りのコースを制して開幕2連勝。10 .JD3では昨年の恋の浦
ラウンドも制した広島の山下貴史のFTOが今年も優勝をさらった。11.JD1は王者、炭山裕矢
が全日本復帰以来、なかなか勝てなかった恋の浦でシーズン1勝目を獲得した。

に2クラス設定されたことだろう。すで
に全日本ジムカーナでは2WD車両対象
のJG10クラスが開幕戦からエントラン
トを集め、2戦連続で成立している。
　一方、全日本ダートトライアルでは、
同じく2WD車両対象のJD11クラスが
開幕戦コスモスではアクア1台の参加
に留まったものの、第2戦から2戦連続
で5台以上の参加があり、クラス成立を
果たしている。
　優勝したのは2戦とも同じスバル
BRZのAT車両で、この車両でダブルエ
ントリーした寺田伸と小関高幸が星を
分け合った。寺田は全日本2勝目を獲
得。一貫してスバル車を乗り継ぎ、これ
ぞダートラというアグレッシブなドライ
ビングを見せてきた小関は、意外にも今
回が全日本初優勝となった。
　改造車部門が再編成されて大きく勢
力図が動いた全日本ジムカーナに対し
て、全日本ダートトライアルには大きな再
編はなし。そのSA/SAX、SC車両のクラ
スでは、全日本ダートトライアルの明日を
背負う若手ドライバー達がこの序盤戦で
見事なスタートダッシュを決めた。
　その一人はJD5クラスの細木智矢。
昨年までは宿命のライバルとも言える

2021年JAF全日本ダートトライアル選手権カレンダー（5月末現在の予定）
大会 開催日 競技会名称 開催場所
第1戦 3月13〜14日 FORTEC CUP 2021 in KYOTO 京都コスモスパーク（京都府）
第2戦 4月3〜4日 RASCAL SPRING TRIAL IN KYUSHU スピードパーク恋の浦（福岡県）
第3戦 4月24〜25日 DIRT-TRIAL in NASU 丸和オートランド那須（栃木県）

第4戦 5月29〜30日※ 北海道ダートスペシャル in スナガワ オートスポーツランド スナガワ  
ダートトライアルコース（北海道）

第5戦 6月19〜20日※ 2021年東北ダートトライアル IN KIRIYANAI サーキットパーク 切谷内（青森県）
第6戦 7月10〜11日※ NOZAWA ダートトライアル モーターランド野沢（長野県）
第7戦 9月4〜5日 スーパートライアル in 今庄 オートパーク今庄（福井県）
第8戦 10月9〜10日 NANO TOPカップダートトライアル in タカタ テクニックステージ タカタ（広島県）

JAFCUP 11月13〜14日 2021年JAFカップ 
オールジャパンダートトライアル

輪島市門前モータースポーツ公園
（石川県）

※開催延期。詳細は大会公式サイト参照。
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第3戦丸和／ 12 .JD11はBRZ ATが2連勝。今回は小関高幸が優勝をさらった。13 .JD9は川島靖史が、同じ丸和で開催
された2019年第7戦以来となる勝利を挙げた。14 .JD7ではクラスファーストゼッケンだった齊藤孝太が第2ヒートで叩
き出したベストタイムを守り切って全日本初優勝と大金星。15 .参加24台と今回も大激戦区となったJD5は大本命、小
山健一が2本ともベストタイムを叩き出した。16 .JD4北村和浩は第2ヒートで見事な逆転を決めて開幕3連勝と強さを見
せた。17 .18 .今季も混戦必至のJD1は昨年、未勝利に終わった谷田川敏幸が復活の狼煙を上げた。19 .JD2は目黒亮が2
連勝。タイトルレースの主導権を握った。20 .JD6はシードドライバー同士の三つ巴バトルを制した矢本裕之が今季初勝
利。21.JD3は2019王者の坂田一也が第1ヒート5番手からの逆転で今季初優勝。

　第2戦恋の浦は昨年のチャンピオン、
炭山裕矢が今季初優勝。そして第3戦
では谷田川敏幸が地元で、約2年ぶりと
なる勝利を挙げた。昨年は屈辱の未勝

利に終わり、ランキングも3位に沈んだ
Dクラスの絶対王者・谷田川の復調で、
このクラスのタイトルの行方はまったく
混沌としたものになってきた。

宝田、細木のトップ2が抜けたJD8クラスは本命不在の戦い
になると見られたが、近畿出身の谷尚樹が開幕戦に続いて、
第2戦、第3戦も連勝。断トツのポイントリーダーに躍り出た。
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公認競技の

全日本ジムカーナ／ダートトライアルに新クラス誕生！
JAFスピードP車両も出られるAT/CVT車がアツい!!
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てきた。この20年は、国内モータースポー
ツでもいわゆる“ホモロゲ・モデル”を選
ぶことが勝利への早道だったのだ。
　国内では、その制度を簡略化した日本独
自の「JAF登録」という制度がある。これ
は国内ラリーやスピード競技などのベー
ス車両として適した市販車を、自動車メー
カーがJAFに登録するもので、多くのカテ
ゴリーではJAF登録車両によりモーター
スポーツが行われてきた。
　JAF登録車両でなくても参加できるク
ラス（JAFスピードP車両やSA/SAX車
両など）もあるが、多くのカテゴリーでは
ベース車両としてJAF登録車両が選ばれ
ており、これまでそれらの車種に特化した
ドライビングやセッティングノウハウが構

築されてきている。同時に、アフターパー
ツもそれらの車種を軸とした商品開発が
なされることも多いため、勝負の世界で
は、ベース車両にはJAF登録車両を選ぶ
ことが現実的な選択とされてきた。
　もちろん、どんな車種にも“最初”がある
わけで、実績のないクルマに対して、多く
の先人達がトライ＆エラーを繰り返してあ
らゆるノウハウを蓄積した結果として現
在がある。自分が好きな車種でスポーツ
するのも、もちろん正解ではあるが、高い
領域になればなるほど僅差の勝負になる
ものだ。大きなアドバンテージを得られる
可能性が限定的であるならば、ノウハウが
豊富なJAF登録車両で最初から挑むのも
一つの“戦略”だと言えるだろう。

三菱自動車のランサー・エボリュー
ションXは、スバルWRX STIと並

んで、日本を代表する四輪駆動ターボのモ
ータースポーツベース車両として、FIA世
界ラリー選手権（WRC）を始め、各国の地
域ラリー選手権などで活躍してきた。もち
ろん、全日本ラリー選手権や全日本ジムカ
ーナ選手権、全日本ダートトライアル選手
権でも、一級の戦闘力を持つマシンとして
現在も活躍しており、両車は20年以上に
渡って対決の構図を展開してきた。
　FIAやJAF公認競技にはベース車両の
ホモロゲーション制度があり、競技の公平
性を担保するために、生産台数を含めた
厳密な基準を満たした車両で競い合うこ
とが前提とされてきた。ランサー・エボと
インプレッサWRXについては、誕生して
からWRCを主戦場としたバトルが繰り広
げられ、そのベース車両は毎年のように改
良され、車両公認も更新されてきた。
　モータースポーツの勝敗と自動車メー
カーによる車両開発がシンクロしていた

時代は、ベース車両のポテンシ
ャルを向上させて、グラスルー
ツモータースポーツで使用す
るユーザーの満足度を高めな
がら、公認に必要な生産台数を
満たすといった手法が採られ

2021年の全日本ジムカーナ選手権と全日本ダートトライアル選
手権には、新たにAT車両やCVT車両を対象としたクラスが創設

され、全日本ジムカーナには2WDがJG10、4WDがJG9クラ
ス、全日本ダートトライアルには2WDがJD11、4WDがJD10

クラスが誕生した。その諸戦となった全日本
ダートトライアル開幕戦ではJAF登録車両で
ハイブリッド車両のNHP10アクアが参戦。そ
して、全日本ジムカーナ開幕戦には、ベテラン
の角岡隆志選手が何とポルシェ・ケイマンを持
ち込んだ。この車両にはJAF登録は取得され
ていないが、このクラスにはJAFスピードP
車両（JAF登録車両でなくとも良い）での参
戦が可能となっている。このP車両はクラッチ
やブレーキパッド、タイヤ＆ホイール程度の改
造しかできないが、全日本ジムカーナに限って
は、選手権の統一規則によりJAFスピードPN

車両と同程度の改造が許されることになったため、ある程度の戦
闘力確保も狙えるようになった。ジムカーナとダートトライアル
で注目の新クラスとして、盛り上がりが期待されている。

ジムカーナでは、GA2シティと共にジムカーナ向きな名車とされたEF8 CR-X。現在でも一級の戦闘力を持ち、未だ多
くの選手により愛好されている。輸入車にもJAF登録車両があり、エルシーアイが登録した1117エキシージは、先人
たちの努力によりノウハウが蓄積され、全日本ジムカーナ常勝マシンとして君臨した過去もある。

ジムカーナのベテランである角岡隆志選手は、慣れ
たランサー･エボXからポルシェ・ケイマンに乗り換
えて全日本ジムカーナJG10クラスに参戦。JAFス
ピードP車両となる。

2021年から新設された全日本ジムカーナJG10クラ
スには、ケイマンの他、ZC33Sスイフトスポーツの
6速AT車やLA400Kコペン、AWCZPポロGTIな
ども参戦している。

ジムカーナ同様に全日本ダートトライアルにも2021年からAT/CVTクラスが
設定され、二輪駆動車を対象としたJD11クラスには、NHP10アクアや6速
ATのZC6 BRZが参戦している。

FIAホモロゲマシンの“次”はあるか!?
国内競技の気になる“最旬”ベース車両
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SUZUKI

最旬マシンでBライ競技はじめよう！
ここでは、2020年の段階で950台以上も登録されている「JAF登録車両」のうち、国産の現行モデルを中心に、

上位のBライセンス競技で活躍している定番マシンたちを集めた。ラリーやジムカーナ、ダートトライアルは、
基本的にはこれらJAF登録車両が活躍しており、一部のクラスではJAF登録がなくても参加できるようになっている。

NHP10アクア［JT-156］

DB22/DB42/DB82 スープラ［JT-174/JT-175/JT-176］

ZC6スバルBRZ［JF-163/JF-165］ HA36Sアルトワークス［JS-055］ND5RCマツダロードスター［JY-155/JY-158］

R35 GT-R/R35改日産GT-R NISMO［JN-263/JN-274］ JW5 S660［JH-121］

ND5RCマツダロードスター NR-A

Z34フェアレディZ［JN-264］ NC1 NSX［JH-122］

NDERCマツダロードスター RF［JY-157/JY-159］

K13日産マーチ /K13改日産マーチNISMO S［JN-268/JN-269］ FK8 CIVIC TYPE R［JH-124］

DJLFS/DJ5FSマツダ Mazda 2［JY-161/JY-162］

HE12ノートe-POWER NISMO S［JN-275］ JG3 N-ONE［JH-125］

VABスバルWRX STI［JF-164/JF-166］ ZC33Sスイフトスポーツ［JS-056］

ZVW51プリウス［JT-162］

MXPA10ヤリス［JT-179］

ZN6 86［JT-165］

MXPA12/GXPA16 GRヤリス［JT-181/JT-182］

NGX50/ZYX10 C-HR［JT-166/JT-167］

NRE214Hカローラスポーツ［JT-184］

トヨタ自動車は、現状において最も多く現行車種をJAF登録している。Bラ
イセンス競技で大活躍しているGRヤリスやヤリス、86だけでなく、プリウス
PHVやアクア、C-HRなどの環境対応車も登録。また、レースやドリフトで
大活躍する"GRスープラ"に加え、スーパー GTやスーパー耐久でおなじみの
マークXやクラウンなども登録している。Bライセンス競技ではGRヤリスと

86、ヤリスが多くのカテゴリーやクラスで活躍できるベース車両で、ワンメイ
クレースのYaris Cupの開幕により、軽量なヤリスの車両制作ノウハウも増え
て行きそうだ。水素自動車の開発車両として話題となったカローラスポーツ
には1.2リッターターボの6速MT車が設定されているが、最新のJAF登録車
両は4WDのCVT車なので注意が必要だ。

スバルは現行車では唯一の国産2リッター 4
駆ターボ、WRX STIをJAF登録してラリーで
大活躍している。86の兄弟車であるBRZも
含め、操る楽しみを得られる選択肢が特徴だ。

マツダは”モータースポーツベース車”を設定しており、ND5RCロードスターには「NR-A」、DJ5FS
デミオには「15MB」という専用グレードがある。ロードスターはロードスター RFを含めてジムカーナ
で愛好されており、デミオ／ Mazda2についてはダートトライアルで活躍しており、全日本ダートトラ
イアルでは優勝実績があるマシンだ。

ZC33Sスイフトスポーツはカテゴリー問わずタ
イトル争いに絡むマシンで、全日本ジムカーナ
では6速AT車も活躍。HA36Sアルトワークス
は規則の影響で活躍の場が少ない状況だ。

日産自動車はグランドツーリングからコンパクトカーまで幅広い車種をJAF登録する。Z34フェアレ
ディZは全日本ジムカーナの優勝実績があり、話題のe-POWER車もHE12型ノートのNISMO Sが
JAF登録されて全日本ラリーで優勝を飾っている。R35 GT-Rは全日本ジムカーナに活躍の場（JG9
クラスなど）が設定され、今後の参戦が期待されている。

本田技研工業は、現行車においてはフラッグシップのNSXから軽自動車のN-ONEまでをJAF登録。
FK8型CIVIC TYPE Rは限定発売、S660は2022年に生産終了ということで購入機会は限られるが、
高性能が約束されているだけに注目度は高い。新設された6速MT車を含めたJG3型N-ONEがJAF
登録されているところもポイントだ。

JAF登録車両ガイド
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GRヤリス
今季、Bライセンスモータースポー

ツ界で最も話題を集めている一
台がトヨタGRヤリスだ。昨秋、

まず全日本ジムカーナ選手権にデビュー
を果たすと、全日本ラリー選手権最終戦に
も登場。そして今年は全日本ダートトライ
アル選手権でも開幕戦から数台が参戦
し、各カテゴリーで本格参戦を始めた。
　GRヤリスの全日本初優勝は今年に持
ち越されたため、どのカテゴリーで誰が、こ
の快挙を成し遂げるかが注目されたが、そ
れは3月に行われた全日本ジムカーナ開
幕戦であっさりと達成された。ドライバー
は昨年までランサー・エボリューションを
ドライブしていた奥井優介で、奥井自身も
全日本初優勝を達成した。

　奥井は昨年までは父親の毅とWエント
リーしていたため、GRヤリスは今回が初
ドライブ。まだ全日本通算12戦目の若手
注目株は、「シーズンオフの間にテストを
繰り返して、GRヤリスを理解できたこと
がこの勝利に繋がりました」と語り、表彰
式では父子二人三脚でマシンの熟成に努
めた毅とともに感涙にむせんだ。
　奥井が参戦するJG5クラスは、開幕戦
からGRヤリスが数多くエントリー。朝山
崇が2位に入り、昨年からGRヤリスに乗
る片山誠司が3位を獲得して表彰台を独
占した。GRヤリス勢の進撃は続く第3戦
でも止まらず、今度は全日本ジムカーナを
代表するトップドライバーの茅野成樹が
優勝。奥井は茅野に逆転を許すも、2位を

今季最も注目されるJAF登録車両、
トヨタGRヤリスが全日本選手権で大活躍
昨年後半から、Bライ競技の全日本選手権にも参戦を開始し、
注目を集めているトヨタGRヤリス。全日本ジムカーナ選手権では開幕戦で
全日本初優勝を達成するなど、その高いポテンシャルを発揮し始めている。

全日本ジムカーナを席巻中！

1. 第3戦TSタカタは今季からGRヤリスにスイッチした茅野成樹が優勝。2 . 折茂紀彦とWエントリーする朝山崇は開
幕から2戦連続表彰台を獲得。3 . 改造車が混走するJG1クラスでは大橋渡が孤軍奮闘中だ。4 . 全日本ダートラJD6ク
ラスでは宝田ケンシローが第2戦恋の浦で4位に喰い込んだ。

5 .6 . デビュー戦となった新城ラリーではリタイアするも勝田範彦は走行を重ねるごとに速さを身に着けており、ラリー丹
後では2位に入った。7 .8 . 奴田原文雄はデビュー戦となった唐津のLEG1で首位に立つなど、GRヤリスのポテンシャル
の高さを垣間見せた。グラベルラリーが続く夏場の3連戦でのスピードが注目される。

　トヨタ・ヤリスの2WDは昨年、全日本ラリー選手権最終戦で小濱
勇希がJN5クラス、水原亜利沙（12 .）がJN6クラスで優勝を飾った。
その速さは今年に入ってさらに加速し、JN6では吉原將大（9 .）が開
幕3連勝。JN5でも内藤学武（10 .）がラリー丹後で快勝を飾り、王者、
天野智之（11.）はCVTのヤリスRSにスイッチした。シリーズ後半戦
はFFヤリスが完全にシリーズの主役に躍り出ることになりそうだ。

全日本ラリーでは“黒船”をR車両相手にベスト奪取と健闘！
FFヤリスは全日本ラリーで連勝街道を突っ走る！

確保し、ポイントリーダーに立った。
　一方、全日本ラリーでは、勝田範彦、奴
田原文雄という過去、何度も王座を射止
めてきた強豪が今年からGRヤリスにスイ
ッチした。今年の全日本ラリーは、WRC

（世界ラリー選手権）で活躍する“純ラリ
ーマシン”、シュコダ・ファビアR5が2台

参戦。『黒船来襲』に例えられるスピード
を見せつけ、国産車勢は苦戦を強いられて
いるが、その中にあって、勝田範彦、奴田
原はしばしばベストタイムを奪う速さを披
露。第5戦ラリー丹後では勝田範彦がフ
ァビア勢に割って入る2位でゴールした。
中盤戦での戦いが注目される。
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全日本ジムカーナ開幕戦を制した奥井優介は、
GRヤリスに全日本初の1勝をもたらした。
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オートテストは英国発祥のモータ
ースポーツで日本には2015年
に導入された。手軽にモーター

スポーツを体験できるのがオートテストの
コンセプト。なのでレーシングスーツやヘ
ルメットなどの装備は必要なし。モーター
スポーツライセンスがなくても大丈夫だ。
街乗りのマイカーでも参加でき、かつ優勝
のチャンスもあり。とかく「敷居が高い」と
言われるモータースポーツのイメージを
覆してくれるのがオートテストなのだ。
　オートテストは、まず最大でも200m×
200mというコンパクトなスペースの中で

行うこと、というルールがある。日本でも
これまで道の駅や商業施設などの駐車
場、といった気軽に立ち寄れる場所で開催
されてきた。競技に関する規則では、最低
1回、リバースギヤを使うセクションを設
定すること、と決められている。つまり『ガ
レージ（車庫入れ）』が勝敗を大きく左右す
るのだ。
　またパイロンを置く間隔も最大50m以
内とすることやゴール手前25m以内に必
ずパイロンを置くこと等のルールもあるた
め、パワーのあるクルマが勝つということ
もない。速さよりも運転の正確さを競うの

ガレージでは車両全体をパイ
ロンで区切られたスペースの
中に一旦、入れなければなら
ないので注意したい。それが
できないとイエローフラッグ
が振られて今大会のペナル
ティの対象になる。前半区間
は、ジムカーナ気分が味わえ
るセクションだった。

小野寺大輔サン
三菱ミラージュ
　AT車の競技経験者が対象のAT-A
クラスで優勝。「今日はコースを覚えや
すい設定でしたね。ガレージはチャレ
ンジングでしたが、後から思うとちょっ
とタイトなラインになってしまいました」

五十嵐武蔵サン
トヨタ86
　AT車の初心者が対象のAT-Bクラ
スで優勝。「自動車ディーラー勤務で、
お客さんの車をよくバックしたりする
ので、ガレージは多少は自信がありま
した。大回りが正解だったかな（笑）」

村上清隆サン
スズキ・アルトワークス
　MT車の競技経験者が集うMT-Aクラ
スで優勝。「30年前まではジムカーナ
やってました。僕は今日は8の字がポイ
ントでしたね。ラインまたぎはガレージ
に入れやすいように斜めに停めました」

佐々木佳輝サン
トヨタ・カローラワゴン
　MT車の初心者対象のMT-Bクラス
で優勝。「サーキット走る前にクルマの
挙動を知っておきたくてオートテストに
出ています。ガレージは2本目は大回
りで速度を落とさず行けたと思います」

オートテストを
1日疑似体験！

専用のモータースポーツ装備や、

ライセンスがなくとも参加できる

モータースポーツ競技として、

全国各地で人気上昇中のオートテスト。

今回は、その競技会の流れを

分かりやすく解説してみよう。

　今回のオートテストを主催したのは
岩手のJAF加盟クラブであるブレスト
モータースポーツ。JAF東北ジムカー
ナ選手権に参加する有力ドライバーも
多く所属する、ジムカーナ色の強いク
ラブとあって、コースの前半はパイロン
スラロームや、8の字スラロームなど、
ジムカーナテクニックが体験できる設
定が盛り込まれた（ただしサイドブレー
キターンは規則により禁止）。ゴール前
には、ラインまたぎとガレージの複合セ
クションが設定されたが（点線の部分
がリバースギヤを使う部分）、車庫入れ
を邪魔するかのようにガレージの前に
1本パイロンが置かれている。今回は、
このパイロンをなるべく速度を落とさ
ずにスムーズにかわすラインでガレー
ジに入れるかがポイント。ガレージに
バックで入れるラインを考えて、その前
のラインまたぎをどう工夫するかが、勝
負所になった。

まず会場に入ったら、決められた時
間内に受付を済ませ、資料やゼッ
ケンなどをもらおう。今回の大会は
当日受付もOK。20名ほどが当日参
加だった。

決勝走行が始まる前には、受
付で渡されたコース図を見なが
らコースの下見を行う『慣熟歩
行』の時間があるので、そこで
コースをチェックしよう。

決勝ヒートは通例、2回行う形に
なっている。今回の大会ではタ
イムは小数点以下2ケタまで計
測するが、ポイントは小数点以
下切り捨てとなった（※）。

会場は一関市総合体育館（ユードーム）の駐車場。午後か
らは予報通りの雨模様となったが、成績にはそれほど影
響しなかった。

※例えば45.15秒で走った人と、45.89秒で走った人は、小数点以下は切り捨て
になるので、ペナルティがなければ、ポイントは同じ45点が与えられた。

今回は同秒台で走った人は同ポイ
ントになるが、ペナルティの有無
や、セカンドベストのポイント差
等で順位が決定された。2本とも
しっかりミスなく走るのが大切だ。

80台近い参加台数となった今回は、オートテストの参
加経験や、AT/MT車等で4クラスに分かれて行われ、
各クラスで上位入賞した参加者に記念品が渡された。

JAFモータースポーツホームページ
http: //jaf-sports.jp/

がオートテストなのだ。
　走行タイムがポイントとして換算され
るのもオートテストの特長。ガレージが不
十分だったり、パイロンに触るとペナルテ
ィポイントが加算される形になっており、
走行タイムとペナルティの合計ポイント
が少ない人ほど上の順位になっていくと
いう形になっている。
　今回はゴールデンウィークに岩手県一
関市で開催された「2021年JAFオートテ
ストチャレンジin岩手」にお邪魔してみ
た。ジムカーナの要素も入れつつ、『ガレ
ージ』セクションも、しっかり工夫された、
走り応えのあるオートテストだ。
　なお、全国各地のオートテストの開催情

オートテストの攻 略 法 教えます！
優勝したドライバーさんにインタビュー！

お手軽モータースポーツ

報はJAFモータースポーツホームページ
内にあるオートテスト特設サイトに載って
いるので、ぜひチェックしてみよう。
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ラリー、ジムカーナ、ダートトライアルなど、モータースポーツを始めるには「Bライセンス」が必要だ。
このライセンスはカンタンに取得できるので、競技に参加してみたい人はぜひ挑戦してみて欲しい。

Bライ取得の第一歩を踏み出そう！
　Bライセンスはラリー、ジムカーナ、ダートトライアルなどの
JAF公認競技会に参加するために必要なライセンスで、JAFが
発給を行っている。Bライセンス講習会は全国各地で開催され
ている。これからモータースポーツを始めたいという人は、ま
ず取得に向けて受講してみよう。

誰でもカンタンな講習会とは？
　Bライセンス講習会というのは約2時間ほどの講習を受けるだ
けで、競技ライセンス取得の権利を得られるというカンタンな
ものなので、難しく考える必要はない。受講資格は普通自動車
運転免許証を持っているJAF個人会員であることが条件だが、
講習会当日にJAF会員になることも可能なので、JAF会員では
ない人も安心して講習会に参加できる。なおJAF個人会員の入
会費用は入会金￥2,000円＋年会費￥4,000円となっている。

週末のほか平日夜でも開催している
　講習会が開催される日程については、JAF個人会員に届く機
関誌「JAFメイト」に掲載されている。その他、JAFホームペー

ジの「ご当地情報」等にも掲載されているので、チェックして
みよう！　この講習会は大半が土・日・祝日に行われているが、
中には平日夜に開催されるケースもある。また競技会の見学会
とセットになった講習会をJAF地方支部が企画して行われるこ
ともあるので、モータースポーツの雰囲気を間近で感じながら
受講してみるのもひとつの方法だ。

モータースポーツの基礎を学ぼう！
　さて気になる講習会の内容は、モータースポーツの競技規則、
マナーやルール等を、テキストや映像でレクチャーするもので、
実技や試験があるわけではない。ただし、赤旗や黄旗の意味な
どは競技参加時には必ず知っておかなければならないものなの
で、しっかり聞いて覚えておこう。なお講習会の費用は受講料
が¥4,100円以内、教材費が¥1,000円以内となっている。

ライセンスは2〜3週間で届く
　講習会が終わると、最後に「ライセンス交付申請書」がもら
えるので、必要事項を記入して写真と申請料¥3,100円を添え
て、30日以内に最寄りのJAF支部に申請すればOKだ。JAF支
部に行けないという人は、講習会の主催者が代理で申請してく
れるケースもある（別途、手数料が必要な場合あり）。そして
申請後、約2〜3週間でライセンスが手元に届く。写真が入っ
た自分だけのライセンスだ。

競技情報はホームページでチェック
　競技会の日程、モータースポーツの各種情報についてはJAF
モータースポーツホームページに掲載されているので、ぜひ活
用してみて欲しい。きっとキミのモータースポーツライフを充
実したものにしてくれるはずだ。

講習会では競技に役立つ規則等を、約2時間でレ
クチャーしてくれる。

分かりやすいテキスト等を用いてルールをしっかり
学ぶことができる。

JAFホームページ「ご当地情報」等でモータースポー
ツ講習会の日程が確認できる。

Bライ競技のヒエラルキーとは？

JMRCのホームページを活用しよう！

　「JAF全日本選手権」を頂点に、地
域ごとに開催されている「JAF地方
選手権」やJAF地域クラブ協議会
（JMRC）主催の「JMRCシリー
ズ」、「JMRCミドル／ジュニア
シリーズ」がある。初心者・
中級者は下のシリーズで
しっかり実力をつけて、
全日本へステップ
アップしていこう。

　競技会に参加する際に頼りになるのがJMRC（JAF登
録クラブ地域協議会）のホームページだ。初心者・中級
者が対象の競技会情報等も掲載されているので、自分の
スキルに合った大会を探し出すことができる。各シリー
ズの日程や規則、JAF登録クラブ・団体への連絡先も網
羅されているので、Bライセンスを取得したらブックマー
クに登録しておくと良いかも！

JMRC北海道	 http://jmrc-hokkaido.org/
JMRC東北	 http://jmrctouhoku.com/
JMRC関東	 http://www.jmrc-kanto.org/
JMRC中部	 http://www.jmrc-chubu.jp/
JMRC近畿	 http://www.jmrc-kinki.net/
JMRC中国	 http://jmrc-chugoku.org/
JMRC四国	 http://jmrc-shikoku.gr.jp/
JMRC九州	 http://www.jmrc-kyushu.gr.jp/

JAF 
全日本選手権
（ラリー／	
ジムカーナ／	

ダートトライアル）

JAF地方選手権
（ラリー／ジムカーナ／	
ダートトライアル／	

サーキットトライアル）・
JMRCチャンピオンシリーズ等

JMRCミドル／ジュニアシリーズ等

JAF・Bライセンスを取得して
モータースポーツにデビューしよう！

オートスポーツランドスナガワ ジムカーナコース（北海道・砂川市）

新千歳モーターランド・アクティブ・セーフティ・パーク 
（北海道・千歳市）

十勝スピードウェイ ジュニアコース／ジムカーナコース 
（北海道・更別村） 

岩木山スキー場駐車場（青森・弘前市）

モーターランドSP（青森・南部町）

スポーツランドSUGO 国際西コース（宮城・村田町）

新協和カートランド（秋田・大仙市）

エビスサーキット ジムカーナコース／西コース（福島・二本松市）

茨城中央サーキット（茨城・石岡市）

筑波サーキット コース1000 ／ジムカーナ場（茨城・下妻市）

ツインリンクもてぎ   マルチコース／南コース（栃木・茂木町） 

日光サーキット（ドリフト競技に限定）（栃木・宇都宮市）

GR Garage　宇都宮つくるま工房　 
つくるまサーキット那須（栃木・那須塩原市）

宝台樹スキー場・駐車場（群馬・みなかみ町）

GOLDEX本庄モーターパーク（埼玉・本庄市）

浅間台スポーツランド（千葉・香取市）

R-Spec Kakizaki（新潟・上越市）

スピードパーク新潟（新潟・胎内市）

さるくらモータースポーツランド（長野・飯田市）

イオックスアローザスポーツランド（富山・南砺市）

大日スポーツランド（石川・白山市）

福田自動車教習所（静岡・磐田市）

富士スピードウェイ ジムカーナコース／ショートサーキット 
（静岡・小山町） 

キョウセイドライバーランド（愛知・岡崎市）

幸田サーキットYRP桐山（愛知・岡崎市）

スパ西浦モーターパーク（愛知・蒲郡市）

美浜サーキットクニモト（愛知・美浜町）

鈴鹿サーキット 国際南コース（三重・鈴鹿市） 

奥伊吹モーターパーク（滋賀・米原市）

舞洲スポーツアイランド（大阪・大阪市）

姫路セントラルパーク 第5駐車場（兵庫・姫路市）

名阪スポーツランド Cコース／ Eコース（奈良・山添村） 

備北サーキット（岡山・新見市）

なださきレークサイドパーク（岡山・岡山市）

スポーツランドTAMADA（広島・広島市）

TSタカタサーキット（広島・安芸高田市）

徳島カートランド（徳島・吉野川市）

瀬戸内海サーキット（愛媛・西条市）

ハイランドパークみかわ  
ジムカーナコース（愛媛・久万高原町）

モーターランドたぢかわ（高知・大豊町）

スピードパーク恋の浦（福岡・福津市）

HSR九州ドリームコース（熊本・大津町）

オートポリス レイクサイドサーキットコース（大分・日田市）

オートスポーツランドスナガワ ダートトライアルコース 
（北海道・砂川市）

糠平湖氷上コース（北海道・上士幌町）

イーストジャパンオフロードスタジアム（北海道・士幌町）

サーキットパーク切谷内（青森・五戸町）

エビスサーキット 西コース（福島・二本松市）

丸和オートランド那須（栃木・那須塩原市）

NATSダートコース（千葉・成田市）

モーターランド野沢（オートクロスコースとしても公認） 
（長野・野沢温泉村）

輪島市門前モータースポーツ公園（石川・輪島市）

オートパーク今庄（福井・南越前町）

池の平ワンダーランド（愛知・豊田市）

京都コスモスパーク（京都・京都市）

テクニックステージタカタ（ツイントライアル可）（広島・安芸高田市）

楠ハイランドパーク（山口・宇部市）

香川スポーツランド（香川・さぬき市）

スピードパーク恋の浦（福岡・福津市）

全国JAF公認Bライセンス競技コース一覧
ジムカーナコース ダートトライアルコース
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は
WEBでも見れます！

本誌「CLUB	B」Vol.36はWEBでもご覧になれます。	
下記のホームページをご参照ください。
JAFメディアワークスホームページ　https://www.jafmw.co.jp/

本誌の記事内容は2021年5月末までの情報を元にしております。社会情勢によって掲
載した情報内容が変更される可能性がございます。予めご了承ください。
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